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佐藤真久＠武蔵工業大学：「武蔵工業大学環境情報学部の取り組みと高等教育段階における環境教育の展望」

武蔵工業大学環境情報学部における
環境教育・環境人材育成の取組み
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1929年 武蔵工業高等専門学校 開学

1948年 武蔵工業大学に昇格

1997年 環境情報学部開設

・エコキャンパス ・サイバイキャンパス

1998年 ISO14001認証取得

2003年 第１２回地球環境大賞特別賞・優秀環境大学賞

2003年 文科省特色ある大学教育支援プログラム採択

2004年 大学創立７５周年

2006年 環境情報学部10周年

武蔵工業大学環境情報学部の沿革
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武蔵工業大学環境情報学部における
教育理念と基本方針

● 環境と情報に関する健全な倫理観と豊かな知識の獲得
● 総合的判断力と問題解決能力を高める教育

環境教育のモデル大学として地域に開かれた
「環境教育の地域拠点」の確立を目指す
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特色ある環境教育

現場体験を重視した実践的環境教育と
地域に密着した環境教育を

キャンパス、国内外の地域で推進

① 世界初 ISO14001認証取得キャンパス
・実践的OJT環境教育＋EMSにおけるPDCAサイクル
・エコロジカルキャンパスでの環境教育

② 国内外の地域：実践的体験
・近隣地域密着型環境教育
・国外機関と協力した海外フィールド研修
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特色ある環境教育：
エコロジカル・キャンパス
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特色ある環境教育：
学内・地域連携プログラム

1) エコロジカルキャンパスとISO14001による環境教育
・環境情報フィールドﾞ演習
・ISOフォーラム ・エコキャンパスツアー
・横浜祭（学園祭） ・キャンパス内保全林活動：筍掘り
・省資源活動 ・省エネルギー活動 ・啓蒙活動
・高校ISO認証取得支援 ・ＥＭＳ／ＬＣＡ教材開発 ・カーボンオフセット

2) 小中学校への環境教育支援・認証取得支援

3) 地域連携調査発表会 街づくり調査(都筑区）

4) 横浜市民講座(横浜市）

5) 地域の水辺改善ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(横浜市)

6) 横浜市大気シミュレーション ダイオキシン測定

7) 横浜市環境関連施設見学

■学内教育・近隣地域との連携教育
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1)オーストラリア：熱帯雨林保全研修
School for Field Studies (SFS)
(米)ボストン大学

2)中国：日中共同沙漠フィールド研修
北京林業大学 等

3)中国： 遠隔環境教育
武漢大学

4)ネパール：生活改善にむけた環境教育
カトマンズ大学 ナショナル大学

5)カナダ： 循環型社会構築にむけた環境教育
ノバスコシア州

特色ある環境教育：
海外環境教育プログラム

■国外連携と環境教育
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と
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①環境についての

正課教育
文理総合科学系カリキュラム
環境にかかわる総合教育
環境にかかわる実験・実習・見学

②環境のための

実践的教育
ISO14001認証キャンパス
豪熱帯雨林保全プログラム
中国沙漠緑化プログラム

③環境の中での

地域密着型教育
地域の水辺環境の改善
地域のまちづくり調査
環境インターンシップ

環境教育を主軸とした大学教育

環
境

情
報

特色ある環境教育：
3領域を関連づけた環境教育
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武蔵工業大学における
環境教育実践の意味合い

－ ESDの文脈において－
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ESDとしての意味合い

ESDの10の視点（抜粋）

■関係性の認識（専門科目の相互関係性・つながり・かかわりの認識）
■活動の文脈化（地域的文脈化・世界的文脈化）
■進展しつつある「持続可能性」の概念の構築
■環境倫理・価値観の重視
■参加型・対話型学習と教授
■コミュニケーションと意思決定
■現実的な社会転換

⇒佐藤真久・阿部治・マイケルアッチア（2008）
「トビリシから30年：アーメダバード会議の成果とこれからの環境教育」, 
『環境情報科学』, 環境情報科学センター, Vol.37., No.2., pp.3-14.
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ありがとうございました。
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高等教育段階における
環境人材育成の提案～理想とする環境人材

②環境専門家
（技能習得職業型）←職業・新古典主義的志向
⇒今日構成されている社会を管理・改善できる
ような道具的知識・技能の獲得

①環境配慮型人材
（環境配慮生活型）←自由・進歩主義的志向
⇒社会生活を形成する文化的伝統を理解し、
それに参加しようとする実践的認識

③社会変革型人材
（社会批判行動型）←社会批判的志向
⇒社会における不公平や権力関係が作り
出す不平等やその他の問題を意識し、社
会正義や民主主義の原理に関心をもち、
自発的にそしてエンパワーして考え行動で
きるようになることを目指す

■現在社会
の受入れ・配慮

■現在社会
の管理・改善

■現在社会
の変革

【前提となる考え方】 【理想とする環境人材】

佐藤真久（2008）「アジア太平洋地域の高等教育段階における
環境教育の実施傾向と環境人材育成にむけた提案

－高等教育の開放化と環境教育－」持続可能なアジアにむけた大学における
環境人材育成ビジョン第五回検討委員会
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環境教育の歴史的進展
～視点・テーマの歴史的変化

環境
(Quality, Quantity)

人口
(Size, Growth, Distribution, 
Structure)

開発
(Economic, Education, Social 
Services, Capacity Building) 

環境の質 環境
e.g. water, waste

社会
e.g. employment, human rights, 
gender equity, peace and human 
security

経済
e.g. poverty reduction, corporate 
responsibility, accountability

横断的領域
e.g.  HIV/AIDS, migration, climate 
change and urbanization

EE (1970/2-)
EPD (1992-)

EfS>ESD (1997-)

Source: M.Sato (2006)
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環境教育の歴史的進展
～アプローチの多様化

欠陥モデル
としての学習者
（科学的知識の受容者）

専門家
研究者

採用されてきた機械論的アプローチ
(IEEPによるRDDA 1975-1995)

技能
知識
認識

特徴: 環境についての知識の教授、機械論的、
客観主義的、非文脈的、体系的な知の移転、定量的

特徴: フィールドでの体験学習、解釈論的、
構成主義的、文脈的、体験からえられる
直感的・個人的な知、定性的
教育者の役割：フィールド体験のオーガナイザー
学習者：フィールド体験による能動的学習者

教師

Source: M. Sato (2008)
Note: M.Sato (2006), Robottom & Hart (2003)を基に加筆・修正

+

EE (1970/2-)
EPD (1992-)

EfS>ESD (1997-)

知識を持った
権威者

解釈論的アプローチ

批判論的アプローチ

フィールドでの体験学習→

特徴: 環境改善のための行動と参加、共同的、文脈的、改造主義的、
共同的追及から得られる知、定性的、
教育者の役割：協同の参加者・追求者
学習者：新しい知の能動的創造者

環境改善のための行動と参加

地域人材
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環境教育の
3つの領域

関心
Concern

Concepts
Skills

Attitudes
Knowledge & 
Understanding

行動
Action

Joy Palmer, Philip Neal (1996)
The Handbook of Environmental
Education, Routledge, New York

「環境についての教育」
Education ABOUT
the Environment

「環境のなかでの教育」
Education IN/TROUGH
the Environment

環境教育の歴史的進展
～アプローチの多様化

「環境のための教育」
Education FOR
the Environment

経験
Experience
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高等教育段階における環境教育の展望

佐藤真久（2008）「アジア太平洋地域の高等教育段階における環境教育の実施傾向と
環境人材育成にむけた提案－高等教育の開放化と環境教育－」

持続可能なアジアにむけた大学における環境人材育成ビジョン第五回検討委員会 佐藤真久＠武蔵工業大学：「武蔵工業大学環境情報学部の取り組みと高等教育段階における環境教育の展望」

アジア太平洋地域の高等教育段階における
環境教育の動向－①準地域特性

◆北東アジア地域(Japan, South Korea and China)

■導入傾向：
1970年代以降－自然科学分野の専門教育
1980/1990年代－環境関連科目の増加
1990年代－人文社会科学分野の専門教育・一般教育
1990年代後半－大学院教員養成における環境教育の位置づけ
■環境関連科目のトピック：公害防止＞天然資源管理
■国際研修プログラムの主体：高等教育機関・政府機関

◆東南アジア地域(Indonesia, Thailand and Philippines)

■導入傾向：
1970年代以降－自然科学分野の専門教育
1980/1990年代－環境関連科目の増加
1990年代－人文社会科学分野の専門教育・一般教育
1990年代後半－大学院教員養成における環境教育の位置づけ
■環境関連科目のトピック：公害防止・天然資源管理
■国際研修プログラムの主体：高等教育機関・政府機関・教師協
会・国際NGOs・海外援助機関
■ASEAN諸国内における研修プログラム
■大学附属機能としてのセンターの設置

◆南アジア地域(India and Nepal)

■導入傾向：1990年代以降－自然科学分野の専門教育
■環境関連科目のトピック：公害防止・天然資源管理
■国際研修プログラムの主体：政府機関・国際NGOs・海外
援助機関

◆南太平洋地域(Australia, PNG and Fiji)

■導入傾向：共通性なし
■環境関連科目のトピック：公害防止＜天然資源管理
■国際研修プログラムの主体：政府間組織・国際
NGOs・海外援助機関・オーストリア政府
■海外研修プログラム・遠隔教育・通信教育

Sato, M. 2002. Environmental Education at the Tertiary Level in the Asia and the Pacificを基に筆者作成

※調査対象となる高等教育段階：ISCED5-6
（UNESCO ISCED-1997に基づく）

■国際的動向－①準地域特性
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Fiji, PNG, Nepal, China, India 
and Indonesia

Thailand, Philippines and Japan South Korea and Australia

アジア太平洋地域の高等教育段階における
環境教育の動向－②高等教育発展段階との関連性

Sato, M. 2002. Environmental Education at the Tertiary Level in the Asia and the Pacificを基に筆者作成

*1：Trow, M. 1973分類基づく
*2：環境教育センター、環境学習センター、環境情報センター、環境研究センター等の名称含む
※調査対象となる高等教育段階：ISCED5-6（UNESCO ISCED-1997に基づく）

◆エリート段階*1

高等教育就学率：
－15％

◆マス段階*1

高等教育就学率：
15-50％

◆ユニバーサル・
アクセス段階*1

高等教育就学率：50%－

■国際的動向－①高等教育発展段階との関連性

■高等教育機関外の「知」の活用
－国際NGO・援助機関等との連携
によるカリキュラム開発と環境教育

－先進国における海外研修プログラム
■政府機関・国際NGOによる環境
センター*2の設置

■政府機関・国際NGO・（企業）による環境センター*2の設置

■自然科学分野中心のカリキュラム
（専門教育）

■自然／人文社会学分野
におけるカリキュラム（専門教育・一般
教育）
■学際的・分野横断的プログラム
■通信・PC等の効果的利用
－公開大学・放送大学
－TV・PC・衛星放送活用
－遠隔教育・通信教育
■大学における環境センター*2設置
■国際的環境教育・環境研修ネット
ワークへの参画

■自然／人文社会学分野
におけるカリキュラム（専門教育・一般
教育）
■学際的・分野横断的プログラム
■通信・PC等の効果的利用
－公開大学・放送大学
－TV・PC・衛星放送活用
－遠隔教育・通信教育
■産学協同教育、経験学習、公開講座
■大学による環境センター*2設置
■国際的環境教育・環境研修ネット
ワークへの参画
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高等教育段階における
環境人材育成の提案～理想とする環境人材

－理想とする環境人材－

環境人材：『持続可能性に配慮をした
経済・社会活動をリードできる人材』

■他者との協同による社会参加
（コミュニケーション・意志決定）

■態度・行動
（価値観に基づく動機、社会批判
的な政治的行為）

■リーダーシップ
（他者との協同による実践）

①個人の価値
観の変革
（道徳・倫理）

②個人の知識・
技能の獲得に
よる社会改善
（知識・技能）

③社会構造の
変革
（政治・社会参加）

■生態学的持続可能性
■社会的持続可能性（社会的公正－世代内・世代間）

■気づき
（認識・感受性）

■知識・技能
（自然システムと社会システムの理解、解決方法）

■環境倫理・価値観
（資源と生産・分配/再分配・権力と意志決定・
社会組織・文化とイデオロギー・生活の質）

■思考能力
（批判的思考・システム思考・関係論的世界観）

■主体的参加

①環境配慮型人材
（環境配慮生活型）←自由・進歩主義的志向

②環境専門家
（技能習得職業型）←職業・新古典主義的志向

③社会変革型人材
（社会批判行動型）←社会批判的志向

■異なる
価値志向性

佐藤真久（2008）「アジア太平洋地域の高等教育段階における
環境教育の実施傾向と環境人材育成にむけた提案

－高等教育の開放化と環境教育－」持続可能なアジアにむけた大学における
環境人材育成ビジョン第五回検討委員会

佐藤真久＠武蔵工業大学：「武蔵工業大学環境情報学部の取り組みと高等教育段階における環境教育の展望」

高等教育段階における
環境人材育成の提案～機能と推進体制

■アジア太平洋地域の高等教育段階における環境人材育成にむけた配慮事項
→準地域特性、高等教育発展段階との関連性、属性（言語圏・宗教圏・植民地など）、国別特性、などへの配慮

■配慮事項
→大学のアイデンティティ、大学の目的と
役割、地域性や社会的文脈の反映、など

学部段階

■教職員の働き易い環境づくり*
※インセンティブ・融通措置・
教職員評価・教職員間の理解など

■環境人材育成にむけた仕組み・組織文化づくり*
※環境人材育成協議会・ISO環境教育部会・環境配慮施設

地域社会の学びの場・機会

■教養課程
※環境倫理と持続可能性
に関する価値議論*
※環境リテラシー
※政治リテラシー
※分野横断的・学際的プ
ログラムの充実

■専門課程
※高度な思考技術（システ
ム思考・論理的思考など）
※環境関連知識・技能

※相互の関連づけと
Whole School アプローチ

■参加型高等教育
プログラムの充実*
※コミュニケーション能力、
参加型・対話型学習、社会参加、
理論と実践の反復、構成主義、
批判的思考能力、意志決定

HEIs

■外向的開放

※参加型・対話型学習プログラム
（インターンシップ、サービスラーニングなど）
※EMD、Extension Centre、外部組織の介入・調整
※地域社会の企業、メディア、NFE、CBOとの連携による共同プロジェクト実施

※地域研究・アクション・リサーチ
（探求・参加・実践・批判的検討・地域ベース・協同）

※国際的環境教育プログラムの実施と
学生交流・対話（参加型・対話型プログラム）
※国際的単位互換プログラム

■内向的開放

※国内外連携プロジェクトへの参画

■地域社会への開放

■キャリア開発*
※環境関連資格取得、
企業との連携、社会起業
家育成、環境就職

①環境配慮型人材
（環境配慮生活型）

【環境人材】

③社会変革型人材
（社会批判行動型）

②環境専門家
（技能習得職業型）

*：高等教育において今後強化すべき視点

生涯学習機能*

※公開講座
※オープンキャンパスなど

■専門教育・環境研究
■環境キャリア開発*
※環境系大学院の
充実と受け皿の開発

大学院段階

研修・リカレント教育機能*

■マネジメント研修
※マネジメント・リーダーシップ
※ミッド・キャリア再養成

佐藤真久＠武蔵工業大学：「武蔵工業大学環境情報学部の取り組みと高等教育段階における環境教育の展望」

⑥協同的アプローチと能力開発：
能力開発と支援システムの構築：
→「個人能力開発」のみならず、「組織能力開
発」、「市民能力開発」の強化、「社会支援シス
テム構築」、前提条件・社会的文脈への配慮

ESDの視点から見た
これからの環境教育

①複雑性の認識：相互関連性（つながりの認識）
→環境・経済・社会の相互関連性
→自然システムと社会システムの相互依存関係
→総和としてのホリスティック・アプローチ

②複雑性の認識：活動の文脈化（ひろがり・ふかまりの認識）
→地域的文脈（地域社会や文化）との接点
→世界的文脈（グローバリゼーションと市場経済）との接点

③環境倫理と価値
→関係論的世界観・循環・多様性と共生・脱中心性など
→個人・地域・国・世界の価値観

⑨現実的な社会転換：
主体者意識（かかわりの認識）と参加・行動・連携
→ビジョン構築・提言活動・協議
→ネットワーク・パートナーシップ

⑧国際的な教育イニシアティブとの連関：質ある基礎教育
→「ミレニアム開発目標（MDGs）」、「万人のための教育（EFA）」、「国連識字の10年（UNLD）」、「持続可能な開発のための教育（ESD）」との接点

⑦学び続ける社会の構築（生涯学習社会）
→学びのしくみと知識体系の構築

④変革を促す教育の実践（FE/NFE/IFE）
→関心・意欲・態度、思考・判断、知識・技能、
行動・参加、コミュニケーション
→「知の移転」と「知の獲得・連結」
（伝統的教授法／フィールド体験や社会参加・行動）

⑤協同的アプローチと能力開発：
効果的なコミュニケーションと意思決定
→参加型・対話型コミュニケーション、
→政治リテラシーの構築
→個人・集合体としての意思決定

③持続可能性の原則と概念構築
→生態学的持続可能性
→社会的公正（世代間・世代内）」


